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主イエスを信じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族も救われます。 
使徒行伝１６：３１ 
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牧師 村上定幸 
 

≪今朝の聖書から≫今朝の聖書箇所はヨハネ福音
書 18 章 33 節からになります。イエス様は真ん中に立ってお
られますが、そのほかに、ユダヤ人とその権威者、総督ピラト
についても描かれています。しかし、実に違う価値観に立って
いたことが読み取れます。ユダヤ人の価値観は、いうまでもな
く律法です。彼らは、過越しの祭りの間、汚れたことに関わり
たくないという思いでいっぱいでした。神からはなれて“一人
歩き”を始めてしまった“してはならない”という掟としての
律法に従おうとしていました。また、ピラトはローマ法に根拠
を置いていた官僚だったのですから、かみ合うことのない立場
にあったということになります。私たちも、一生懸命になった
とき、“真理”というものが何処かに行ってしまうことがない
でしょうか。ユダヤ人は、憎しみでいっぱいでしたし、総督は
官僚として“この場を如何に上手く納めるか”が中心問題でし
た。イエス様だけが静かに“真理”の姿として、そこに立って
おられました。ピラトは“あなたはユダヤ人の王か”と聞きま
す。捕らえられている王などという者は、ありえなかったので
す。イザヤ５３：２にある“彼は主の前に若木のように、かわ
いた土から出る根のように育った。彼にはわれわれの見るべき
姿がなく、威厳もなく、われわれの慕うべき美しさもない。”
という御言葉が成就したことになります。イエス様は、“王”
という言葉を用いて、父なる神様について語られます。“王は
王でも真理の王であって、この世のものではない真理の王であ
ると”と仰っているのです。功利的な考え方からすれば、王は
王と戦わなくてはならないことになります。今朝の 18：36 に
は“イエスは答えられた、「わたしの国はこの世のものではな
い。もしわたしの国がこの世のものであれば、わたしに従って
いる者たちは、わたしをユダヤ人に渡さないように戦ったであ
ろう。しかし事実、わたしの国はこの世のものではない」”と
あるのは、このことを言っているのです。37 節に進みましょ
う。“イエスは答えられた、「あなたの言うとおり、わたしは王
である。わたしは真理についてあかしをするために生れ、また、
そのためにこの世にきたのである。だれでも真理につく者は、
わたしの声に耳を傾ける」”とあります。精神主義的な王でも
ありません。きわめて具体的な、“我々を支配して離さない王”
のことです。何に支配されているのか、あるいは何を一番大切
にしているのか、今朝もう一度かえりみましょう。ひょっとし
て、無意味なものに仕えていること、ないでしょうか。 

教会学校 毎日曜日 午前 9：00 
礼拝式 毎日曜日 午前 10：30 
 （聖餐式 第一日曜日） 
夕礼拝式 毎日曜日 午後 7：00 
エステルの会 毎水曜日  午前 10：30 
聖書研究祈祷会 毎水曜日 午後  7：00 
ホームページ  http://kusanagi.church.jp/ 


